
【はじめに】

多くの病院の採血室では採血待ち時間の延長が問題となっ

ており、当院も以前は 1時間以上となることも稀ではなか
った。この主な要因はマンパワーであり、2013年の採血業
務支援システム更新を機に採血者を増員したことで、現在

では平均採血待ち時間が 20分弱と過去に比べて大幅に短縮
されている。しかし、長期連休明けには通常以上の患者が

来院し採血待ち時間も延長する傾向があり、この患者の動

向を予測し、それに見合った最適の採血者を配置すること

が出来れば、さらなる採血待ち時間短縮と、適正かつ合理

的な人員配置が可能になると考え、今回 AIによる患者の予
測動向と実動向を比較したので報告する。

【検討方法】

当院採血業務支援システムに登録されている患者採血デー

タを基に年、月、日、時間別の検査受付数、１日平均受付

数に対する月ごとの比率、週平均受付数、曜日別受付件数、

待合室待ち時間および採血時間割合、時間帯別待ち時間、

時間帯別採血者数などから患者動向の現状を分析し、関連

データとして降雨、気温などの気象情報、学会開催情報等

を AI学習させ、予測モデルに Fb prophetおよび Random 
forestを使用した。
検証１　2013年 5月~2018年 12月のデータを基に 2019年
の患者動向を AI予測、実績と照合し精度評価
検証２　検証１の結果を基に 2021年 4月までのデータを加
え 5月連休各日及び 6月の患者動向を予測し実績と照合。
【結果】

1年を通じて日々の患者数の増減傾向は高い確率で一致し
た。しかし黄金週間やお盆における患者数は他の期間より

も、若干精度が下がる結果となった。また時間帯毎の予測

において、午前中のピーク予測については更なる関連情報

の追加と検証が必要であることが解った。

【まとめ】

AIで採血患者の動向を予測出来ること、採血者のスキルを
反映させた待ち時間の AI予測も合わせて実施した。予測精
度をさらに向上させることで、最適な採血体制の構築が出

来ると考える。
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